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○ 第６表の４ 

 

☞ 信託行為等で定められた定員

を記載してください。 

☞ 承認申請書記載時の運営委員等

の現員を記載してください。 

☞ 具体的かつ詳細に記載してください。 

なお、該当がない場合は必ず「なし」と記載してください。 

☞ 第６表の２及び第６表の３については、33 ページ～

35 ページを参照してください。 
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イ 使用区分 

この表は、一般特例を受けようとする場合において、措令第 25 条の 17 第６項第２号ロに規

定する運営委員会等を設置するときに使用します。 

なお、一般特例を受けようとする場合で、寄附を受けた公益信託の受託者の全てが措法第 40

条第１項第１号に掲げる者（措令第 25 条の 17 第６項第１号イに掲げる要件の全てを満たすも

のに限ります。）であるときは、この表に代えて承認申請書第５表及び第６表の提出が必要で

すので、この表（第６表の４）の提出は不要です。 
 

ロ 記載要領 

(ｲ) この表は、承認申請書を提出する日の直前の状況により記載してください。 

(ﾛ) 「⑻ 運営委員等」の記載に当たっては、次の点に留意してください。 

Ａ 「他の運営委員等との親族その他特殊関係」欄は、他の運営委員等からみて次に掲げる人に

該当する場合に、その関係を「○○の長男」、「△△が社長の㈱××の社員」のように具体的

に記載してください。「運営委員等の（番号）の弟」のように記載しても差し支えありません。 

また、他の運営委員等からみて次に掲げる人に該当しない場合には、「なし」と記載してく

ださい。 

ａ 他の運営委員等の親族（６親等以内の血族、配偶者及び３親等以内の姻族をいいます。）  

ｂ 他の運営委員等と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある人 

ｃ 他の運営委員等の使用人 

ｄ 他の運営委員等の使用人以外の人で他の運営委員等から受ける金銭その他の財産により生

計を維持している人 

ｅ 上記ｂからｄまでに掲げる人の親族で、これらの人と生計を一にしている人 

ｆ 次に掲げる法人の役員又は使用人 

(a) 他の運営委員等が役員となっている他の法人 

(b) 他の運営委員等及び上記ａからｅまでに掲げる人並びにこれらの人と特殊の関係のある

法人を判定の基礎とした場合に同族会社に該当する他の法人（７ページの「特殊の関係が

ある人」を参照してください。） 

Ｂ 「公益信託の目的に関する学識経験又は適正な運営に必要な実務経験の別」欄は、該当する方を

記載してください。 

(注) 既存の書類等でこの表に記載すべき内容が記載されたものがある場合には、この表の適宜の箇所に

「別紙のとおり」と記載の上、この表と既存の書類等を提出しても差し支えありません。 

 
ハ 申請時確認事項 

 確認項目 確認すべき事項 ﾁｪｯｸ 

1 

「他の運営委員等との

親族その他特殊関係」

欄 

運営委員等のうちに、親族関係を有する人及びこれらの人

と特殊の関係がある人の合計数は、現員の３分の１以下と

なっていますか。 

□ 

2 
「公益信託に係る報酬」

欄 

運営委員等に対して支払われる報酬の額は、信託行為におい

てその任務の遂行のために通常必要な費用の額を超えないも

のであることが明らかにされていますか。 

□ 

3 全項目 記載漏れはありませんか。 □ 

 
ニ 添付書類 

 添付を要する場合 書 類 ﾁｪｯｸ 

1 申請書を提出する全て

の場合 

運営委員等の公益信託に係る報酬の支払基準を確認できる

書類 
□ 

2 運営委員等の学識経験又は実務経験の略歴を記載した書類 □ 

 
 




